（要請文案）

年月日

都道府県知事あて

○○○○

原子力防災の充実に関する要望書

貴職におかれましては、日夜、市民の安全のためにご尽力されていることに敬意を表します。

　さて、原子力防災については、JCO臨界事故を契機として制定された原子力災害対策特別措置法に基づき、オフサイトセンターなど一定の整備がされました。しかし、防災訓練の監視行動などを通じて、私達は多くの問題点が残されていると考えています。

　総務省行政評価局は、本年2月13日、昨年2月1日の第1次勧告に引き続き、原子力防災に関する行政評価・監視に基づく改善勧告を文部科学省・経済産業省に対して行いました。勧告された事項は、かねてから私達が問題と指摘してきた点と重なります。

　そこで、原子力防災の充実強化に向けて、下記のとおり要望します。つきましては、お忙しいこととは存じますが、○月○日までに文書で回答をお願いします。

記

1． 原発の緊急時対策室の地震対策

　第1次勧告において、原発の緊急時対策室や外部への情報送信設備などの耐震性が十分でないことが指摘されています。○○原発の現状と改善計画について、どのように把握しているのか説明してください。　

2． オフサイトセンターの換気設備等

第2次勧告では、オフサイトセンターの換気・出入管理における放射能の低減策、代替施設での通信設備の不備が指摘されています。改善計画について、説明してください。

（代替施設での通信設備：北海道、宮城、島根、愛媛、鹿児島で不備と指摘）　

3． 住民避難に必要な情報の更新

第2次勧告では、放射能影響予測に用いる「SPEEDIシステム」の情報更新等の問題が指摘されています。改善計画について、説明してください。　

4． 防災訓練のあり方の見直し

第2次勧告では、国の総合防災訓練で改善された点が、都道府県実施の防災訓練に反映していないと指摘されています。改善計画について、説明してください。

（神奈川、静岡、島根、鹿児島で不備と指摘）　

5． 被ばく患者の搬送体制の整備

第2次勧告では、３次被ばく医療機関までの搬送体制などが整備されていないと指摘されています。改善計画について、説明してください。

以上

